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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第36期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 29,236,271 135,096,172

経常利益（千円） 1,394,418 6,281,619

四半期（当期）純損益（△は損

失）（千円）
△209,108 1,461,495

純資産額（千円） 19,338,443 20,056,970

総資産額（千円） 129,536,807 129,901,799

１株当たり純資産額（円） 349.71 364.85

１株当たり四半期（当期）純損益

（△は損失）金額（円）
△4.37 30.54

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 13.0 13.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△3,909,118 1,006,545

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△4,497,878 △18,524,670

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
6,041,510 7,865,854

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
17,331,909 19,614,369

従業員数（人） 2,736 2,513

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第37期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四

　半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第36期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 2,736 (1,436)

　（注）１．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託社員を含む）は、当第１四半期連結会計期間の

平均人員を（　）外数で記載しております。

２．従業員数が、前連結会計年度末と比べて223名増加しましたのは、主に新規採用によるものであります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 88 (21)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、嘱託社員を含む）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【契約、受注状況及び販売状況】

(1）契約及び販売状況

　分譲不動産事業の契約及び販売状況は次のとおりであります。

種別

当第１四半期連結会計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年６月30日）

前期契約残高 当期契約高 当期販売高 当期契約残高

数量
金額

 （千円） 
数量

金額

（千円）
数量

金額

（千円）
数量

金額

 （千円） 

 戸建住宅 5 171,976 3 137,339 7 260,831 1 48,485

 マンション分譲 103 4,688,254 20 947,158 60 2,828,329 63 2,807,084

 賃貸住宅 － － － － － － － －

 中古住宅 － － － － － － － －

 土地 1 12,500 2 29,600 2 26,300 1 15,800

 その他 1 3,463,512 － 62,697 1 3,526,209 － －

 合計 110 8,336,243 25 1,176,795 70 6,641,669 65 2,871,369

（注）１．平成20年３月期末におきまして、篠崎駅西口公益複合施設の物件種別を賃貸用物件として「賃貸住宅」に区

分しておりましたが、当第１四半期連結会計期間における用途の明確化に合わせて、「その他」へ変更して

おります。

　２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注高、完成工事高、繰越高及び施工高

　建設事業の受注高、完成工事高、繰越高及び施工高は、次のとおりであります。

種別

当第１四半期連結会計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年６月30日）

前期繰越高

（千円）

当期受注高

（千円）

計

（千円）

完成工事高

（千円）

次期繰越高
当期施工高

（千円）手持高

（千円）
うち施工高（千円）

　      ％   

 一般住宅 4,659,602 462,595 5,122,197 2,371,054 2,751,143 45.8 1,261,090 1,802,362

 賃貸住宅 53,238,895 6,242,382 59,481,278 2,454,790 57,026,487 16.8 9,578,665 9,413,970

 その他 6,292,759 707,786 7,000,545 1,320,433 5,680,111 12.8 728,610 5,077,796

計 64,191,256 7,412,764 71,604,021 6,146,278 65,457,742 17.7 11,568,366 16,294,128

　（注）１．前期以前に受注したもので、契約の更新等により受注額に変更のあるものについては、当期受注高及び次期繰

越高の手持高にその増減を含んでおります。

２．次期繰越高の施工高は、支出金により手持高の施工高を推定したものであります。

３．当期施工高には、分譲不動産事業の分譲建物にかかる施工高は含まれておりません。

４．当期受注高、完成工事高、次期繰越高、並びに当期施工高には、消費税等は含まれておりません。
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(3）セグメント別販売実績

　セグメント別の販売実績につきましては、次のとおりであります。

　なお、各事業とも、当社の営業店舗等において最終需要者に対し直接に販売、工事請負契約の締結並びに役務の提

供を行っております。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

　 一般住宅 2,371,054 8.1 －

建設事業 賃貸住宅 2,454,790 8.4 －

　 その他 1,320,433 4.5 －

計 6,146,278 21.0 －

　 不動産受取手数料 3,558,347 12.2 －

仲介・賃貸管理事業 メンテナンス売上 3,586,391 12.3 －

　 賃貸収入 5,900,586 20.2 －

計 13,045,325 44.7 －

　 戸建住宅 260,831 0.9 －

分譲不動産事業 マンション分譲 2,828,329 9.7 －

　 賃貸住宅 － － －

　 土地 26,300 0.1 －

　 その他 3,526,209 12.0 －

計 6,641,669 22.7 －

その他事業 3,402,996 11.6 －

合計 29,236,271 100.0 －

　（注）１．建設事業「その他」は、リフォーム工事等の少額受注であります。

２．販売実績金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

３【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況

　当社企業グループにおきましては、地域に密着した質の高いサービスの提供やグループ各事業の連携等によるビジ

ネスチャンスの拡大などの相乗効果を図りながら、景気に左右されない収益体質の強化と将来を見据えた安定収益基

盤の拡充に努めてまいりました。

　不動産管理物件数は、平成20年６月末現在、アパート・マンション管理戸数96,345戸（前期末比1,239戸増）、月極め

駐車場台数79,824台（前期末比794台増）、時間貸駐車場「ナビパーク」の運営は20,708台（前期末比463台増）、企業

の社宅管理代行業におきましては住宅37,757戸、駐車場5,565台（受託企業数121社）を受託、これに分譲マンション管

理戸数2,962戸、24時間緊急対応サービス「アクセス２４」受託戸数131,642戸（前期末比10,539戸増）を加えますと、

住宅268,706戸、駐車場106,097台となり、ビル・施設管理件数も865件と、着実に増加しております。また、不動産営業店

舗「ピタットハウス」は、平成20年６月末現在で全国384店舗のネットワーク(スターツグループ店108店舗、ネット

ワーク店276店舗)となりました。さらに、東京都江戸川区篠崎駅前の公益複合施設「篠崎ツインプレイス」が平成20年

５月に完成いたしました結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高292億36百万円(前年同期比56.1%増)、営業

利益15億円（前年同期比71.1%増）、経常利益13億94百万円（前年同期比78.2%増）となりました。一方、「棚卸資産の

評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号平成18年７月５日）の適用に伴い、期初計画通り販売用不動産の評価

損９億36百万円を計上いたしました結果、四半期純損失２億９百万円（前年同期１億65百万の利益）となりました。

　　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　　　①建設事業

　当第１四半期連結累計期間におきまして、免震構造の建物施工は累計106棟の実績となり、受注高は着実に積みあ

がっており、受注残高は654億57百万円（前年同期比12億66百万円増加）となりました。また、コスト改善の効果も

徐々にあらわれてまいりました結果、当第１四半期累計期間の売上高は61億46百万円（前年同期比66.9%増）、営業利

益は3億4百万円となりました。

　　　②仲介・賃貸管理事業

　賃貸管理事業におきましては、不動産管理物件数が前期末と比べますと、住宅全体で14,621戸増の268,706戸、駐車場

全体で1,459台増の106,097台となり、またビル・施設管理棟数865棟が加わり、これら管理物件数の増加に伴いまして、

入居者からの賃貸斡旋手数料、管理業務に伴う管理手数料や附帯するメンテナンス工事売上、社宅管理業務代行手数

料等はほぼ順調に推移してまいりました。また、売買仲介事業におきましては、エンドユーザーを対象に「ピタット

オークション」の積極的な活用により、成約件数の拡大に努めております。

　当第1四半期連結累計期間の業績は売上高130億45百万円（前年同期比13.2%増）、営業利益は５億28百万円となりま

した。

　　　③分譲不動産事業

　第１四半期連結累計期間におきましては、東京都江戸川区篠崎駅前の公益複合施設「篠崎ツインプレイス」の完成

及び分譲マンション「アルファグランデ篠崎」（東京都江戸川区：総戸数54戸）の引渡し等によって、売上高66億41

百万円（前年同期比625.7%増）、営業利益４億35百万円となりました。

　　　④その他事業

　Webサイト「ＯＺモール」の70万人を超える会員をターゲットとした有名ホテル等への送客システムによる手数料

収入の増加、ホテル「エミオン東京ベイ」（千葉県浦安市・客室数380室）・ホテル「ルミエール葛西」（東京都江

戸川区・客室数153室）・「ルミエール西葛西」（東京都江戸川区・客室数192室 ）・米国グアム島におけるゴルフ

場の安定稼動、金融商品の販売・コンサルティング収入、不動産営業店舗「ピタットハウス」ネットワーク店舗の経

営指導に伴う収入の着実な増加、カードキー「シャーロック」の堅調な販売等によって、当第１四半期連結累計期間

の売上高は34億２百万円（前年同期比30.2%増）、営業利益１億95百万円となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較し22億82百万円使用し、173

億31百万円の残高となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益2億20百万円のほか、仕入債務の支払等によって39

億９百万円の資金を使用いたしました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、主に「篠崎ツインプレイス」の完成に伴う施設の一部取得によって44億97

百万円の資金を使用いたしました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、年度資金計画にもとづく銀行借入等に伴い、60億41百万円増加いたしまし

た。

（3）資産、負債、純資産に関する分析

　当第１四半期連結会計期間末におきましては、総資産は前連結会計年度末と比べて、３億64百万円減少し、1,295億36

百万円となりました。負債におきましては、年度資金計画にもとづく銀行借入によって有利子負債は63億45百万円増

加し734億９百万円となりましたが、仕入債務の減少、未払法人税等の支払等によって、前連結会計年度末と比べて３

億53百万円増加し、1,101億98百万円となりました。純資産におきましては、当第１四半期純損失２億９百万円の計上、

剰余金の配当２億87百万円等によって前連結会計年度末と比べて、７億18百万円減少し、193億38百万円となりまし

た。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間における、東京都江戸川区篠崎駅西口公益複合施設の完成に伴ない、その一部を賃貸事

業用不動産として取得いたしました。その設備の状況は、次のとおりであります。

提出会社　

事業所名
（所在地）

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内
容

帳簿価額

従業員
数
（人）

建物及び
構築物
（千円）

機械装置
及び運搬
具
（千円）

土地
（千円）
(面積㎡)

その他
（千円）

合計
（千円）

プロシード篠崎

タワー

(東京都江戸川区)

仲介・賃貸

管理事業
営業設備 1,781,500 －

－

－
－ － －

　（注）上記金額には、消費税等は含んでおりません。

国内子会社

会社名
事業所名

（所在地）

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の
内容

帳簿価額

従業員
数
（人）

建物及
び
構築物
（千
円）

機械装
置
及び運
搬具
（千
円）

土地
（千円）
(面積㎡)

その他
（千円）

合計
（千円）

篠崎駅西口公

益複合施設株

式会社

篠崎ツインプ

レイス

（東京都江戸

川区）

分譲不動産

事業

営業設

備
1,642,231 －

158,788

(194.4)
－ － －

　（注）上記金額には、消費税等は含んでおりません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,170,000

計 100,170,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 47,986,866 47,986,866 ジャスダック証券取引所 －

計 47,986,866 47,986,866 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日　

　

　－ 47,986,866 －　 4,474,217 －　 4,110,174

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式

等）
－ － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　　127,500 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　 47,795,000 95,590 同上

単元未満株式 普通株式　　　 64,366 － 同上

発行済株式総数 47,986,866 － －

総株主の議決権 － 95,590 －

　（注）　完全議決権株式（その他）の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数２個）含まれておりま

す。

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

スターツコーポレーショ

ン株式会社

東京都中央区日本橋

三丁目４番10号
127,500 －　 127,500 0.27

計 － 127,500 －　 127,500 0.27

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５　月 ６　月

最高（円） 355 368 324

最低（円） 307 316 265

（注）ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,682,364 21,957,325

受取手形及び売掛金 6,209,002 5,473,131

販売用不動産 11,512,281 12,375,540

仕掛販売用不動産 7,459,596 9,621,325

未成工事支出金 9,896,368 10,350,045

繰延税金資産 2,031,117 1,560,952

その他 5,657,951 4,701,409

貸倒引当金 △77,987 △89,068

流動資産合計 62,370,695 65,950,661

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 19,208,146

※1
 15,318,623

土地 29,013,066 28,639,024

その他（純額） ※1
 2,415,412

※1
 2,579,145

有形固定資産合計 50,636,625 46,536,793

無形固定資産

のれん 4,393,116 4,473,332

その他 927,329 962,774

無形固定資産合計 5,320,446 5,436,106

投資その他の資産

投資有価証券 6,577,722 7,174,127

繰延税金資産 1,228,611 1,117,706

その他 3,564,224 3,847,290

貸倒引当金 △161,517 △160,887

投資その他の資産合計 11,209,040 11,978,237

固定資産合計 67,166,112 63,951,137

資産合計 129,536,807 129,901,799

負債の部

流動負債

買掛金及び未払金 11,615,538 14,968,323

短期借入金 22,454,014 16,425,127

1年内返済予定の長期借入金 10,222,126 9,484,686

未払法人税等 776,227 1,730,042

賞与引当金 423,168 993,669

未成工事受入金 8,002,208 9,344,614

その他 12,305,701 11,826,829

流動負債合計 65,798,986 64,773,294
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

固定負債

長期借入金 40,633,040 41,053,498

退職給付引当金 795,498 770,195

役員退職慰労引当金 333,809 329,460

再評価差額金にかかる繰延税金負債 817,338 817,338

その他 1,819,691 2,101,041

固定負債合計 44,399,377 45,071,534

純資産の部

株主資本

資本金 4,474,217 4,474,217

資本剰余金 4,133,417 4,133,417

利益剰余金 8,297,340 8,793,603

自己株式 △55,144 △55,144

株主資本合計 16,849,831 17,346,093

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,000,886 △867,716

土地再評価差額金 1,038,071 1,038,071

為替換算調整勘定 △105,733 △55,004

評価・換算差額等合計 △68,548 115,351

少数株主持分 2,557,160 2,595,525

純資産合計 19,338,443 20,056,970

負債純資産合計 129,536,807 129,901,799
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

売上高 29,236,271

売上原価 21,226,036

売上総利益 8,010,234

販売費及び一般管理費 ※1
 6,509,395

営業利益 1,500,838

営業外収益

為替差益 83,025

その他 189,997

営業外収益合計 273,022

営業外費用

支払利息 361,191

その他 18,250

営業外費用合計 379,442

経常利益 1,394,418

特別利益

固定資産売却益 4,432

その他 3,025

特別利益合計 7,457

特別損失

販売用不動産評価損 936,498

その他 245,165

特別損失合計 1,181,664

税金等調整前四半期純利益 220,212

法人税等 261,856

少数株主利益 167,463

四半期純利益又は四半期純損失（△） △209,108
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 220,212

減価償却費 591,130

有形固定資産除売却損益（△は益） 66,853

販売用不動産評価損 936,498

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,451

賞与引当金の増減額（△は減少） △570,501

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,303

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,348

受取利息及び受取配当金 △31,795

支払利息 361,191

為替差損益（△は益） △83,025

売上債権の増減額（△は増加） △734,171

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,893,460

仕入債務の増減額（△は減少） △3,296,529

未成工事受入金の増減額（△は減少） △1,342,405

その他の流動負債の増減額（△は減少） △99,293

その他 △952,517

小計 △3,021,693

利息及び配当金の受取額 31,510

利息の支払額 △316,133

法人税等の支払額 △602,801

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,909,118

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △7,500

有形固定資産の売却による収入 166,434

有形固定資産の取得による支出 △5,064,289

投資有価証券の売却による収入 501,503

投資有価証券の取得による支出 △24,164

貸付けによる支出 △694,940

貸付金の回収による収入 630,632

関係会社株式の取得による支出 △2,537

その他 △3,017

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,497,878
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 6,028,886

長期借入れによる収入 5,845,000

長期借入金の返済による支出 △5,338,806

配当金の支払額 △200,328

少数株主への配当金の支払額 △67,282

その他 △225,958

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,041,510

現金及び現金同等物に係る換算差額 83,025

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,282,460

現金及び現金同等物の期首残高 19,614,369

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 17,331,909
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１.会計処理基準に関する事

項の変更

（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法の

変更

　通常の販売目的で保有する棚卸資産につ

いては、従来主として個別法による原価法

によっておりましたが、当第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会

計基準」（企業会計基準第９号 平成18年

７月５日）が適用されたことに伴い、主と

して個別法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法）により算定しております。

　これにより、特別損失に販売用不動産評価

損936百万円を計上したため、税金等調整前

四半期純利益は936百万円減少しておりま

す。

（2）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

ついては、従来賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準

の適用

指針」（企業会計基準適用指針第16号（平

成６年１月18日（日本公認会計士協会会計

制度委員会）平成19年３月30日改正））が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年

度に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、当

第１四半期連結会計期間からこれらの会計

基準等を適用し、通常の売買取引に係る会

計処理によっております。但し、リース取引

開始日が平成20年３月31日以前の所有権移

転外ファイナンス・リース取引について

は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理を適用しております。な

お、この変更が損益に与える影響は軽微で

あります。

（3）「連結財務諸表作成における在外子

　会社の会計処理に関する当面の取扱い」

　の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「連結財

務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（実務対応報告第

18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決

算上必要な修正を行っておりますが、これ

による損益への影響はありません。

EDINET提出書類

スターツコーポレーション株式会社(E03945)

四半期報告書

17/24



【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１.一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績

率等が前連結会計年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前連

結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒

見積高を算定しております。

２.棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げにつきましては、収

益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う

方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会

計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含め

て表示しております。　

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び国内連結子会社の機械装置の耐用年数について

は、平成20年度の法人税法の改正に基づく法定耐用年数の

短縮に伴い、当第１四半期連結会計期間より耐用年数の短

縮を行っております。これによる損益に与える影響は軽微

であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は10,408百万円で　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　あります。

　２　保証債務

　連結会社以外の金融機関等からの借入に対し、債務

保証を行っております。

スターツケアサービス㈱ 99,200千円

計 99,200千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額は10,004百万円で　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　あります。

　２　保証債務

　連結会社以外の金融機関等からの借入に対し、債務

保証を行っております。

スターツケアサービス㈱ 101,700千円

計 101,700千円

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　給与手当 2,732,415千円

　賞与引当金繰入額 423,168　

　貸倒引当金繰入額 1,603　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期連結

　　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年６月30日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

現金及び預金勘定 19,682,364

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,350,455

現金及び現金同等物 17,331,909
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　47,986,866株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　127,912株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり　配
当額　（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月15日

取締役会
普通株式 287,153 6

平成20年３月31日

　
平成20年６月25日 利益剰余金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　
建設事業
（千円）

仲介・賃貸
管理事業
（千円）

分譲不動産
事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 6,146,278 13,045,325 6,641,669 3,402,996 29,236,271 － 29,236,271

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
6,795,637 265,329 1,783,799 1,097,081 9,941,847 △9,941,847 －

計 12,941,915 13,310,655 8,425,468 4,500,078 39,178,118 △9,941,847 29,236,271

営業利益 304,926 528,600 435,786 195,605 1,464,918 35,920 1,500,838

　（注）　事業区分及び事業の内容

　当社の事業区分の方法は事業の種類により次のようにセグメンテーションしております。

(1）建設事業

建設受注による賃貸住宅等の設計・施工及び注文住宅建築・リフォーム工事の請負

(2）仲介・賃貸管理事業

不動産売買及び賃貸借の仲介、不動産の管理並びに賃貸

(3）分譲不動産事業

住宅等の分譲

(4）その他事業

出版事業、物販事業、飲食店の経営、証券業、不動産店舗の経営指導、旅行代理店、ホテル・旅館業、

投資法人運用業他

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地セグメント情報の

  記載を省略しております。　

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）　

　その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表

計上額（千円）
差額

　（1）株式 4,646,526 2,807,668 △1,838,857

　（2）債権    

　　　　国債・地方債 580,521 576,723 △3,797

　　　　社債 150,633 150,633 －

　　　　その他 53,210 53,210 －

　（3）その他 1,116,975 747,922 △369,052

　合計 6,547,867 4,336,159 △2,211,707

（注）その他有価証券で時価のある株式のうち、減損処理を行った金額は148百万円であり、取得原価には減損処理後の

金額を記載しております。なお、減損処理は当第１四半期連結決算日の時価が、取得原価に対して著しく下落し、回

収の見込みが無いものを対象としておりますが、当該株式の減損にあたっては当第１四半期連結会計期間末にお

ける株価を簿価との乖離幅の変動状況並びに発行会社の最近の業績等を総合的に勘案して株価の回復可能性を判

断しております。　

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

当社グループは、ストックオプションを利用していないため該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 349.71円 １株当たり純資産額 364.85円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 4.37円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損失（千円） 209,108

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 209,108

期中平均株式数（千株） 47,858

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

　平成20年５月15日開催の取締役会において第36期の期末配当を行う決議をしております。

期末配当金の総額 287,153千円

１株当たりの額 ６円
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月14日

スターツコーポレーション株式会社

取締役会　御中

監査法人日本橋事務所

 
指定社員
業務執行社員　

 公認会計士 千葉　茂寛　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邉　均　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスターツコーポレー

ション株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スターツコーポレーション株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

（注）２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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